
天 才 と 狂 気

ディルタイに於ける芸術的構想力と狂気の問題をめぐって

折 橋 康 雄

1.

ディル タイは、そ の活動の 中期 に当た る1880年 代 半ばか ら1890年 頃 にか けて 、美学

的な問題 を扱 ってい くつかの論文 や講演 を公 に している。論文 『詩 人の構 想カ-詩 学

へ の礎石(1887年)』(以 下 『詩学』 と略記)及 び講演 『文学的構想 力 と狂気(1886

年)」(以 下 『狂気」 と略記)で は芸術創造 をめ ぐる心理学的 な問題が取 り上 げ られ、

さらにそれ と関連 して、 「近代美 学の三 時期 とその今 日的課題(1892年)』 では、歴

史的視 野の もとに新 たな美学 の課題 を提示 しようとす る試 みが なされた(1)0しか しこう

した美学的 な関心 は、 この 時点で初めて現 われ て きたわ けで はない。彼 は、既 にず っ

と早 い時期か ら、ロマ ン主義 文学 を再評価 しよ うとす る彼 自身の関心 との連 関に於 い

て、そう した文学 に顕著 な空想や幻想 に着 目する新 たな 視点 を獲得 していた のである。

既 に1868年 の時点 で、彼 は、ロマ ン主義評価 を導いて きた従来 の関心が もはや過 去の

ものであ るこ と、この文学 を新たな角度 から再評価 する 必要がある ことを認 めていた 。

「あの[ロ マ ン主義 の]時 代 か ら、全 く変 わっ て しまった 関心 の方向の も とで、今 日

なお一体 何が享 受 され得 るだろ うか」(2}。ロマ ン主義文学 が今 なお有するべ きアクチ ュ

ア リテ ィーを問 うとい う課 題 に直面 して、彼 は そ こに新 たに美学 的な観点 、すなわ ち

空想や幻想の もつ創 造性 とい う観点 を持 ち込むのである。そ して こう した 問題意 識 は、

一方で は数多 くの文学史 的一伝記的 な研 究 として
、 また他方 ではロマ ン主義 文学 に顕

著 な文学的空想 や、そ の基盤 をなす芸術家 の構 想力 に関わる哲学 的研 究 と して結 実す

る ことになった③。

もち ろん空想 や構 想力 は、ただ ロマ ン主義文 学 を再評価す るだけのため に恣意的 に

持ち出 されて きたわ けではない。彼 の関心 は、 現実 を離 れて何 か新 しい もの を産 出す
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る心理的過程 と しての構想力(空 想力)の 働 きその もの にあ り、その 限 りで、 こう し

た働 きが ロマ ン主義芸術 に顕著 に現 われ るとい う事実 が彼の 関心 を惹 くの であ る。従っ

て、芸術創造 に於 け る心理 的過程 を吟味す る こ とが、 さ しあた り彼 の 「詩学」 の課 題

となるのだが、 「詩学 」の可 能性 はそれ に留 ま る もので はない 。 「詩 学 によって、歴

史的所産 に於 ける心理学 的過程 の作 用が、特 に正確 に解 明される とい う期待 が生 じる」

(VIlO9)。 ここでの 「歴史 的所 産」 とは、 もはや芸術(文 学)作 品に限定 され ては

お らず 、後 に 「生 の客観態 」 も しくは 「客観 的精神」(4)と呼ば れるこ とに なる人間精

神の表現 の全体 を指す もの と見 るこ とが で きる⑤。こ うした人間精 神の表現全体 に関

わ る課題が、特 に 「詩学」 に課 されるこ とにな るのは、芸術 の領域 が他の領域 に比べ

て或る種の優 越性 を もっているか らに他 な らな い。デ ィル タイは、既 に 『精神科学序

説」の 中で 、芸 術の領域 が他の歴 史的所 産 に比べて社会 の外的組織 との 緊張が少 なく、

相対 的に 自由で あるため に、その創 造性 を発揮 す るのが容易 で ある とい うことを認 め

ていた(6)。『詩学」論 文で も次 の ように述べ られている。 「もしかする と詩学 は、こう

した精神科学 の根本事 実や 自由な人間本 性の歴 史性 を研 究する ことに関 しては、宗教

や道徳等 々の理論 に対 して大 きな優位 を保 って い るか もしれない。学問の領域 を除 け

ば、[人 間の心 理的]過 程 の所産が これほ ど完全 に保存 され,ている領域 はない ...」

(VI108)。 従 って彼の本来 的な課題 は、 さらに広範 に、人 間の文化 的創造一般 に於

ける心理的過程 の究明 にあ り、詩 学 は、芸術(文 学)を 手掛か りに こう した人 間の文

化 的創 造一般 を捉 え ようとす るのであ る。

こ うした観点か ら、ロマ ン主義芸術 に顕著 な 自由奔放 な空想 や幻想 といった ものが 、

まさに人間の豊か な創 造性 の端的 な現われ と して新た に評価 され るこ とになる。 しか

し空想や夢 や幻 想 とい った もの は、 しば しば狂 気や病 的な錯乱 に接近す る。ロマ ン主

義芸術 に限 らず芸術 全般 に見 られ るこ うした現 象 は、昔か らしば しば指摘 されて きた

ように、時 には作 品の 中に留 まらず 、天才 の実 人生 にも大 きな作用 を及ぼす 。そ して

こうした天才 に於 ける狂気 の問題 が端的 に現 わ れて くるの も、またロマ ン主義芸術 の

場合 なのであ る。人間の創造性 として評価 され るはずの ものが 、一方 では人 間の不 健

康 さ、欠陥 と考 え られる ような もの と結 びつ い ているのは何 故 なのか 。デ ィル タイは

こう した点 を吟味 し、人間 に於 ける空想や幻想 の役割 を正当 に評価す る よう迫 られる

の である。
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2.

ロマ ン主義芸術(文 学)に は、極め て特徴 的 に空想、幻想 、夢 とい った ものが見 ら

れるが、一方 でそれ らが しば しば病気 、或 いは狂気 と結 びつ いてい る点 で も全 く特徴

的である。ゲ ーテの 「古典 的な もの は健康 な ものであ り、ロマ ン的 な もの は病 的で あ

る」 とい う有名 な言 葉が示す通 り、確か にロマ ン主義の芸術 には、 どこか健康 でない

病 的な ものが潜 んでい ると言 えるか もしれない 。それ は、先 に も述べた ように作 品 に

ついてのみ な らず 、しば しば 芸術家達 の実人生 について も同様である 。ヘル ダー リン、

或 いはロベル ト ・シュ ーマ ンやニーチ ェの生 涯 を考え合わせ てみれ ばよい。彼 らが非

凡 な能力 の故 にかえって現実 との調和 を失 ない 、その実生活 を破綻 させた とすれば、

ま さにその本 来 的な原 因となるのは如何 なる事 態 だったのだ ろ うか。折 しも、天 才 は

道徳 的-知 的頽廃 と結 び付い ている とい ったロ マ ン主義的 な文学 的狂 気の理論が 、む

しろ科学的-自 然 主義的 な形 に於いてではあ るが 、復活 の兆 しを見せていた時代 であっ

た。デ ィル タイが早 い時期か らこ う した 問題 に 関心 を寄せてい たこ とは、1867年 の論

文 『ヘ ルダー リン とその狂気 の原 因』か らも窺 えるのであ るω。

『狂気 』講演 の中で、デ ィルタ イは一種 のロ マ ン主義的 イロニーを認めて次 の よう

に述べ ている。 「形成 や創造 の自由 さ、率直 さが 、天才本来の生 の要 求なの であ り、

天才 は、こう した要 求 を生活 に配慮 して他 の 目的のために犠牲 にする ことは で きない。

か くして天才 は卑俗 な実生活 との矛 盾 に陥 らざ るを得 ないので ある」(VI92)。 芸術

家 は、自 らの 自由な創 造的活動 を周 囲の現実 に適応 させ ようとす る関心 を相対的 に欠

い ているため に、周 囲の一般 の人々 としば しば衝突 を起 こす。 こう して生 じた衝突 が

芸術家 を苦 しめ 、精 神的 に困懲 させ て狂気 に導 くこ とはあるか も知 れない。実 際、ディ

ルタイ もこうした こ とを認 め てはい る(鋤。 しか しこれ はい わ ば外 的な ことに過 ぎず、

ディルタイの本来の 関心 もこう した点 を示す こ とにあるので はない。 さらに続 けて次

の ように も述 べ られている。 「天才 が、そ の深 く沈 んだ憂欝 を例外 的に 自らの生活 関

心 に向 ける場 合 には、彼 は軽い ものを重 く、平 板 な もの を深 く感 じ、憂嘗 になった り

或 いは感 じやす く激 しやす くな り、 しか ししば しば俗 人が現実離 れ している とか 空想

的だ と呼 ぶ状 態 になるのであ る」(VI92)。 天才が実生 活 を営 む際に生 じて くる障害

の 内的原 因 として、 この点 はよ り重 要な意味 を もっている。軽い ものを重 く感ず る と

す れば、そこ には或 る種 の心的 な力 が働 い てい るのであ り、む しろそれは、現実 その

もの を見 ているので はない とい う意 味で、一種 の空想 の契機 が働い ているのだ と考 え
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る こともできる。概 して一般 の人 間は、 自らの 関心 を実生活 での実践的 な局面 に限 っ

ている もので あ り、そ う した実践 に方 向づ け られた現実把握 のみが働 いてい る:場合 に

は、軽 い もの は軽 い と しか見 えない。 もちろん 一般の人間 で も、世界 が感情 の変化 に

よって様 々なニュァ ンス を帯 びるといった経験 はする 。しか しその程 度 は軽微 であ り、

実 生活 に支障 を きたす ような ことはほとん どな いのであ る。

空想 もしくは構想 力の働 きは 、時間の中で流 れ去 る表象 を現在 の意識 へと連 れ戻 し、

様 々な像 を形成す る ことにある。それ は、現 実 を把握 しようとす る 日常の場面 で も有

効 に働 くが、 と りわけ芸術創 造の場面で はいっ そ う自由 に創造 的に働 くことになる。

芸術 的な構 想力 は、眼前 にない もの、或い は現 実 には存 在 しない ものを意識の うち に

まざまざ と描 き出す のであ る。デ ィル タイは、芸術 的天才 を特徴づ ける徴 標 と して、

彼 らには、 自らの空想(構 想力)の 産物が現実 と同 じくらい、否そ れ以上 に明瞭 に生

き生 きと見えてい る とい う点 をあげてい る。 「彼[作 家]は 、 自 らの[産 出 した]人

物 や状 況を知 覚 と同 じように具体 的 に見てい る。 だか ら彼 はそ れ らに迫真性 を与 え、

そ れ らを幻 覚 にまで接 近 させ るこ とがで きるの である。彼 は、現実 の人間 とそ うす る

の と同 じように自己 自身の創造物[人 物]と と もに生 き、その人物の痛 みを実際の痛

み と して感 ずるので ある」(VI93)。 実 際、例 えばフロベール は、 ボヴ ァリー夫人が

毒 で死ぬ様子 を描い た とき、 はっ きりと砒 素の 味 を舌 に感 じ、 中毒状態 に陥って消化

不良 を起 こした と証言 してい るの である(VI92,134)。

こう した強力 な空想力 が、芸術 的天才 を異常 な精神 的興奮状 態へ と至 らしめる とす

れ ば、そ れが何 らか の精神 上の障害 を生 んだ と して も不 思議 はないの か もしれない。

しか し先述 の とお り、ディル タイは、狂気 や精 神異常が天才 の豊か な創造性 の一つの

悲劇的帰結 である ことを認 め るに して も、芸術 的天才 の創作 を決 して病気 や精神 異常

か ら生 じた もの とは考 えなか った。彼 は、芸術 的天才の 自由奔 放な構 想力 の うち に、

人間の豊か な創 造性の源泉 と しての心理 的過程 を見 よう としたのであ り、従 って また

彼 らの健全 さを強調す る。 「天才 とは決 して病 的 な現象 ではな く、健康 でかつ完全 な

人間で ある」(VI94)。 ディル タイにとって、天才 とは健康 であるば か りか 、豊 かな

創造性 を有す る者 と して、一般の人 々に比 べて も全 く 「完全 な」 人間 なの である。 し

か し狂人 に於 ける病的 な幻覚 も、芸術的天 才 に於 け る豊か な空想 と同 じくやは り構 想

力の働 きに基づ いてお り、両者の類似性が 明 らかであ る以上 、彼 の考 える詩学 の大 き

な可能性 を実現 するため には、両者 を吟 味に よって区別 し、天才 の健全性 を確保 する
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こ とが不 可欠 であった。従 って こう した課題 の解 決は、彼 に とって避 けて通 れない も

のだったので ある。

ここで、狂人 、精神 病患者 に於 ける妄想 や錯 乱 を、芸術的天 才の空想か ら区別す る

ための:重要 な指標 とな るのは、 自我の崩壊 とい う事態で ある とデ ィル タイは考 え る。

彼 の説明 によれば、精神病患 者の場合 、 「彼 自身の 自我 は埋没 する(untergehen,)が 、

彼 は 自らを他 の人格 と して再 び見い だす ことが で きる」(VI93)。 自我が崩壊 して し

まった以上、彼 は もはや本来 の 自我 に帰 って くる ことが で きない。彼 には もはや 自己

と他者 との 区別 がつか ないのであ る。これ に対 して、作家 の場合 に もやは り人格の分

裂 とい うことは起 こる。 「作 家 に於 いては、遂 には一種 の分 裂、他の 人格へ の変 身 と

いった ことが起 こる 」(VI166)。 しか し天才 も含 め た健康 人 は、 自我 を失な うこ と

な く他者への変 身が可能 であ り、 この場合 、 自己 と、他者 に於 ける(変 身 した)自 己

との問 にはい わば往 復路が成 り立つ のである。 デ ィルタイが 、作家 を子供 に なぞ らえ

て次の ように説明 しているの は興味深 い。 「芸 術 は一種 の遊 びで ある。作 家や遊 ぶ子

供 はどち らも信 じてい る。子供 は自分 の人形や 動物 の生命 を、そ して詩 人は 自分 の創

り上げた形象 の実在 を。けれ どもまた どち らも信 じてはいないの である。一 だか ら芸

術家や作家 は、感性的機 構の非凡 な力 を もってい るとい う点で、 しか しまたその力 に

由来す る美 しい仮 象 を抗 し難い現実 か ら切 り離 す とい う点で、健康 で完全 な人間 なの

で ある」(VI98)。 自己へ の還帰が可 能であるた めには、 自己(自 我)が 保 持 され て

い なければな らない 。そ して この 自己(自 我)が 保持 されてい る限 りに於 い て、現 実

との分離が可 能 とな り、変 身 も自由な もの とな るのである。

さて 、健全性 の指標 が 「自我」 とい う点 に求 め られるな らば、そ もそ も 「自我」 を

成 り立 たしめてい る もの とは一体何 なの だろ うか。そ して さらに、この 自我 の根拠 は、

文学的空想 や夢 、妄想 とどの ように関係 してい るのだろ うか。 これ らの問題 に答 える

ため に、ディル タイは 、 「心 的生の既得連 関」(erwolbenerZusammenhangdesSeelen-

lebens)と い う核 心的 な概念 を導入す る。 以下で は、この概 念 のい くつか の特徴 をあ

げ て、彼 の 自我 につ いての理解 を明 らか にす る こ とに しよう。

3.

この 「心 的生 の既得 連関」 とい う概念 は、1880年 代 頃 になって、 と りわ け 『狂気 』

講演 と 『詩学』論 文 に於い て前 面 に現 われて きた もの である。 『狂気』講演 と 『詩 学』
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論文 はほぼ同時期 に執筆 され てお り、内容的 に も重複が少 な くないが 、後者 が よ り包

括 的 な問題 を扱 ってい るの に対 して、前 者 はむ しろ詩 人(芸 術 家)の 文学 的空想 を狂

人の病的 な幻想 か ら区別 し、詩人の健全性 を示 す とい う前提 的な問題のみ を簡 略 に取

り上げてい る。そ して人 間の生 を 「連 関」 として捉え ようとす る考 え方 は、 これ以前

に も見 られ るが 、一層明確 になる とと もに重要 度 を増 して きたのが この頃 であ り、 こ

の後 もさらに詳細 に規定 され、彼 の最晩年 まで保 持 され ることになる。

ディル タイは、この既得連 関について次 の よ うに説明 してい る。 「この我 々の心 的

生 の既得連 関 は、我 々の諸表象 だけで な く、我 々の感情 に於 い て与 え られた価値規定

や 、我 々の意 志 に於 いて生 じた 目的を も含 んで い る。 この連 関 は単 に諸 々の内容の う

ちにだけではな く、 これ らの 内容 の間につ くられ る諸 々の結合 のうちに も存 してい る。

こう した結合 は、表象 間の諸関係 、価値 評定、 目的秩序 として経験 され、体験:され、

心的生の連 関の うち に組 み込 まれ るのである。我 々 は皆 、一 つの構 造が こう した全 体

を接合 してい るのであ る」(VI94f.,143も 参照)。 デ ィルタイは表象 、感情 、意志 と

いう三分類 を踏襲 しているが、これ らの意識 の働 きは個 別的独立的 に在 るの ではな く、

この連関の うちに密 接 に組 み込 まれ てい る。そ れ らの関係 は、表象が 感情 を、感情 が

意志 を引 き起 こす とい った単純 な もので はない 。表象 的 なもの に向か う場合 で も、そ

れは常 に感情や意志 に伴 なわれて現われ る し、そ の表象 自体 も感情や意志 によって反

作用 を被 り、変化変容 を遂げ るのである。 と りわけ感情 は、価 値評価 を行 な うもの と

して、表象 的 に与 え られる事物 に対 する我 々の 根源的 な関係 を示す とと もに、その表

象 を変容 させ る上で重要 な役割 を果 たす。知覚 や表象 は、感情 や意志 に影響 され絶 え

ず 「内 的な変化 」(VI139)を 被 るこ とに よって 、そ こか ら 「像の変容 」(VI171)が

生 じて くるの で ある。 ディル タイは、 こう した変容 を、排 除(Ausschaltung)、 強化

(Steigerung)、 補完(Erganzung)の 三法 則 に即 して説 明 している が(VI172鋤 、 こ

の点 について これ以上立 ち入 る ことはで きない 。 とにか く芸術 的描 出に不 可欠 な もの

である像 の変容(例 え ば理想化)が 、 こう した既得連 関 に基づ くものである ことは極

めて重 要であ る。

こ うした既得連 関に よっ て、人 間の内 と外 との 間には或る密接な連 関が生 み出 され

る。ディル タイは、我 々人間の生が 内的な もの である と同時に、外的 な ものであ ると

いう点 を強調する。 「自己 と、自己がその うち に在 る外 的現 実 とい う環境 との間 には、

恒常的 な相互作 用が成 り立ち、我 々の 生 はそ うした相 互作 用の うちに存 するのであ る」
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(VI143)。 自己 と外 的現実 との間の関係 は、例 えば動物 の場合 な らば比較的単純 で

あ り、刺激 はそ れに対 する運動(反 応)を 引 き起 こす だけであ る。 また(幼 い)子 供

を観察す るな らば、感覚 を通 じての刺 激か ら、感情 を経 て、欲求へ と向かい、 さ らに

そ こか ら運動 へ とい う推移 が見 られるが、 この 際 、まだ記憶 等の介入 はそれ ほど大 き

な役割 を果 た してい ない とデ ィル タイは言 う。 「しか し諸々の感覚 は痕跡 を残 し、感

情 と欲求 に於 いて慣 性(Gewohnungen)が 形成 される。つ ま り感覚 と運動 との 間に展

開 される心 的生 の うち に、徐 々 に、或 る心的生 の既 得連 関が生ず るのであ る」(VI

167)。 この連関 は、諸 々の外 的な もの の知覚 、表象 と、内的な感情 や欲 求 、さ らには

そ こか ら発す る運 動 を一種 の慣性 と して結 びつ け るこ とに よっ て、個 人が直 面す る

様 々な場面 に於いて 、個 人の行動 の導 きと して有効 に働 く。例 えば一 度或 る危険 を経

験 した者 は、 これと同 じ危 険 を、反省 的思考が 介在 する以前 にいわば反射的 に避 ける

ことが で きる し、む しろ危 険 である とい うこと の明確 な把握 は、この既得 連 関に導 か

れ て後 か ら生 ず る ものなので ある。

さ らに先 の引用の うちに も述 べ られ て いた 「内容 間の結合 」(VI94.143)と い う

点 にも注意 がなされねば な らない 。個別的 な体験 や経験 に於 ける外 的な感覚 や表象が、

単 に個別 的な もの と して、内的 な もの との連 関 を形成 するだ けだ とす れば、既得連 関

はただ の個別 的デ ータの貯 蔵庫 になって しまうだ ろう し、それが来 るべ き個別的 な場

面 に於 いて有 効 に働 くとも思 えない。む しろそ う した個 別的な データは、生の全体 に

於 いて構造化 され、秩序 づ け られて初 めてそ の効力 を発 揮す る。 人間の心 的生 には こ

の構造化 を行 な う能力 が存 してお り、それ故 に 「結合」 も生 じて くるのであ る。 こ う

した結合 を生 み 出 し構 造化 す る働 きは、 ば らば らな価値 感情 に於 いて示 され る個 々の

事物 に価値 的な秩序 を与 え るの であ り、 ここに動物 に見 られ るような単純 な反応 を超

えた、 ま さに人 間に固有 の能力 を見 る ことが で きるのである(9)。

今や 、こう した既得連 関の概念 を踏 まえた上 で、デ ィル タイが 「自我」 と呼ん でい

た ものが一体何 に基づ いてい るのか とい う先の 問 いに答 える とす れば、 自我 とは、ま

さに個 人の経 験が構 造化 され秩序づ け られた統 一 的連 関、つ ま り既得連 関に基づ くも

の である ことになる。心 的生の既得 連関 は、現 実 に対す る価 値づ けに於 いて制御的 に

働いてお り、特 に構 造化 に よって形 成 された価 値秩序 に よって、人 間は一 面的な刺激

への反応 か ら守 られ ている。 この機 能が低 下す れ ば、人は、現実か らの刺 激 に対 して

過敏 に反応 した り、幻覚 を見た りす る或る種の 精神病患者 に特有の症状 を示 す ことに
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なる。 この場合 、与 え られ,た刺激 に対 して、既 得連関 に よって構 造化 され秩序 づ け ら

れた価 値評価 か ら、反応や行 動の導 きを得る こ とがで きないか らであ る。 「心 的生の

最 高 に して最 も重要 な働 きは、心的生 の既得連 関 を、 まさに意 識の視点 にある知覚、

表象 、状態へ と作 用せ しめ ることにある。 この働 きは、夢や狂気 に於 いては機 能せず、

いわば ここで は、印象 や表象 や感情 を現実 と適合 的 に獲得す る ような調整装置が脱 落

して しまうので ある」(VI94)。1890年 の論文 『外界 の実在性 をめ ぐる信 念の起源 と

そ の権利 の問題 の解決 への寄与』 で も、彼 は、精神病 患者 に於い て人格 の同一性 の意

識 と外界 の実在性の意識 が 同時に低 下す ること を指摘 し、い くつか の証言 をあげ てい

だ10)。既得連 関の働 きが低 下す れば 、 自我 も外界 もと もに希 薄 なもの とな り、すべ て

が 白昼夢 の如 き状態 に置 かれ るこ とになるので あ る。

4.

芸術 的天才 は、 自らの空想 の産物 を現実 と同 じように生 き生 きと感ず る能力 と同時

に、その空想 の産物 を現実 か ら切 り離 し、現実 の 自我 を保持す る能力 を有 していな け

ればな らなか った。後者の 能力 を欠 けば、自我 は消失 して しまい、幻 覚を見続 けてい

る精神 病患者 と変 わ らない こ とにな って しま う。デ ィル タイは、芸術 的創 造 に於 ける

空想 と夢 や病的 な幻覚 とを区別 して、その原 因 を次 の ように述べて いる。 「こう した

[夢、幻想 とい った]類 似現象 は、他の:場合 に諸 々の表象 を統制 している諸制約[つ

ま り既得連 関]が 欠 ける ことか ら生 ずるのであ るが 、そ うである に しても この類 似現

象 は、夢 を見 てい る人 や、狂 人、催 眠状 態 にあ る人の場合 には、芸術家 もしくは詩人

の場合 と全 く別 の原 因に よって生ず るのである 。つ ま り前者[狂 人等]の 場合 には心

的生の既得連 関は衰弱す るの に、後者 の場合 には、 この連 関の全 エネルギ ーが 自由 な

創造の方向 に向 け られ るの であ る」(VIl67)。 既得連 関の働 きは、病 的状 態 や夢 に

於 いて は衰退 しているの に対 して、芸術 的天才 の場合 には逆 に強力 な もの となる。つ

ま り芸術 家の 自由な創 造 は、既得連 関の衰弱 に よって生ず る白昼夢 ではな く、む しろ

その連 関 を支配 し、そのエ ネルギー を創造 に向 けて強化 する ことに よって生ず る もの

なのである。 「健全 かつ完全 な人間」で ある天 才 の場合 には、凡庸 な健康 人の場合 よ

りもさ らに既 得連 関が 強 く豊か に働 く。そ してそ れが豊 かに働 けば働 くほ ど、像 は豊

かに自由に変 容 を遂 げ、鮮 明 な姿 を獲 得す る。 デ ィルタイは、当時流行 していた精神

物理学 の仮 説 を受 け入 れ、脳 の活発 な活 動 には脳 の用 いるエネルギ ー量が 関係 して い
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る と考 える(11)。「脳 の活動 の最 高度のエ ネルギーだけが 、 この装置全体 の もつ広範 な

効力 を可 能な らしめ、その結果 、 この上 な く遠 く隔たった諸表象 に接触 し、利用す る

こ とが可 能 となるのであ る」(VI168)。 精神 物理学的仮 説の信慧性 はと もか く、デ ィ

ル タイが脳 の活動 の活 発 さを、遠 く隔た った表 象 と関わ りをもつ能力 に関係づ けてい

る点 は注 目に値す る。既得連 関が 強 く豊か に働 くとは、連関内 に沈 み込 んでい る多 く

の要素 を汲み尽 くす とい うこ となのであ る。

「既得 」す なわち 「獲得 された」 とい う言葉 に示 されてい るとお り、この既得連 関

は抽象 や推理 に よるの ではな く、個 人の生 きた歩 み(歴 史)を 通 じて 具体的 な体験

(経験)か ら獲得 される。 しか もそれは、構造 化 され、秩序 づ け られる とい う仕 方 で

初 めて真 に獲 得 される もので あった。そ してこの既得連 関には、経験が構 造化 され た

統一体 として、個 々の過程 に制御 的な作 用 を及 ぼす とい う側面 と、 また同時 に、 こう

した個 々の過 程 に於 いて形成 される(作 り変 え られる)と い う側面 とが存 してい る。

つ ま りこの連 関 は、そ れ 自身作用 を及ぼす と同時 に、反作用 を受け て変化 を被るの で

ある。従 って この連 関は、人 間が生 きる とい う歩み を続 けてゆ く限 り、絶 えず修 正 さ

れ、変化 してゆ くこ とになろ う。確 かに経験が 積み重 ね られ増 大ナ ることで、既得連

関 はよ り発 達す る し、その限 りに於 いて、人間 は よ り豊 かな もの となる可 能性 をもっ

てい ると言 うことが で きるのであ る。 しか し既 得連関 は通常 、明瞭 には意識 されない

し、体験 か ら得 られた諸要 素 も意識 の底 に沈み 込んで しまっている。従 って、真 に豊

か にな り得 るか どうか は、 この連 関に包含 され ている諸要素 を、 どれだ け二豊かに汲み

尽 くす ことが で きるか とい う点 にか かっている 。つ ま り意識 の底 に沈み込 んで しまっ

た無意識 的な もの を意識化 し、新 しい結合 を生 ぜ しめ る能力 が ここで問題 となる。 こ

こで汲み尽 くされた ものは、結 合 に よって、個 別的な経験の単 なる再生 とい うこ とを

超 えて新た な もの を生 み出すのであ る。 この こ とは構 想力の働 きと密接 に関係 してい

る。構 想力が生 み出す もの は、既得連 関に含 ま れた豊か な諸要素 に基 づ く限 りに於 い

て、個人的特殊 的な空想や妄想 を超 えた ものに なる。そ してこのこ とを実現 で きるの

が 「天才」 に他 な らない。

とりわ け天才 とい うことが 問題 となるのが、 芸術創 造の領域 である ことは注意 され

て よい。先述 の とお り、芸術 の領 域 は、外 的な 制約 を相対的 に受 け に くい。我 々の実

践 的な実生活 に於 いて も既得連 関は もちろん働 いている し、 それ どころか不可欠 の も

のであるが、そ の使 用 は抗 し難 い現実 に適合 す る ような仕方 に限 られてい る。そ こで
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は、表象 が感情 に よる変容 を受ける ことが ない ように(例 え ば軽 い ものが重 く感 じら

れない ように)感 情 は抑制 されざる を得 ない し、従って使用 される既得 連関の諸要 素

も必然 的 に限定 的な もの となる。 これ に対 して 、芸術 は、既得連 関を最 大限 に利用 す

る ことが許 され る極 めて稀 な場 であ り、天才が その天 才 を発揮 で きるのは、 まさに こ

の芸術 とい う領域 に他 ならない。先述の とお り、既得 連関か ら諸要素 を豊か に汲 み尽

くす とい う点 にこそ 、天才 に固有 な能力 が存 してい るのである。 さらにデ ィル タイは、

この ような遠 く隔たった表象 が呼び 出され、新 たな結 合 を生ず る過程 を次の ように記

述 している。 「こ うした連 関の全 体が緊張 して働 き、永 く深い興奮 に置かれた後 で、

ま さに脳 が休息 してい るような ときに、突然 こ の既得 連関の深みか ら創 造的 な結合 が

発 して くるの で ある」(VIl68)。 天才 は、既得連 関の深み を利用 する ことが で き、

より多 くの無意識 的な要素 を意識化 し、結合 に もた らす点で、全 く卓越 した健康 な人

間なのであ る。 さ らにまた デ ィル タイは、天才 にのみ為 し得 る既得連 関の結 合の全体

性(豊 か さ)と い う点 に、卓越 した芸術作 品の もつ一種 の普遍性 の源泉 を見 てい る よ

うに思われ る。 「天才 とは、この連関の完全 さ とエネルギー に由来 する、本質的 な も

の を見抜 く洞察力 の ことなのである 」(VI95)(12)。

デ ィル タイは、世 間 との様 々な衝 突の末 、狂 気 の兆候 を示す ようになった頃 のヘ ル

ダー リンの場合 に、正常 な状 態 と精神 障害 とが 交互 に現 われて きてい る ことを指摘 し、

この時期 の作 品 を讃 えて次の ように述べ ている 。 「我 々の関心 は、ま さに彼 の達 した

拝情 的律 動の最高 の 自由 と、狂気 との境 に於 い て、彼 の うち に生 じた力 強い詩 に魅 き

つけ られる。..。脳の機 能 と結 びつい てい る ような心的生 の既得連 関が、 その効力 を

失ない始 める と き、個 々の像 の形 態 は独 自の自立性 とエネルギ ーとを獲得 す るの であ

る」(13)。心的生 の既得 連関の効力 が力強 く働 く一方で 、それが再 び沈 みかけ よう とす

る とき、夢の如 き幻想 性が彼 の詩 に刻印 される こ とになった。 しか しそれは全 き狂気

の産物 ではな く、強 い既得連 関のエ ネル ギーが なお働 いてい るが故 に、普遍的 な もの

であ り得 るので ある。

◎ 引用 の後の ローマ数字 は全集 の巻数、 アラ ビァ 数字 はペー ジを表 わす。引用 中

の[]は 筆者(折 橋)に よる補足 。
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時 代 と して 統 一 的 に把 握 しよ う と して い る。
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(6)EinleitungindieGeisteswissenschaften.,G.S.Bd.1.参 照 。 後 の 引 用 文 に も見 ら れ

る通 り、 芸 術 と並 ん で 、 学 問 に もそ う した 優 越 的地 位 が 認 め られ て い た 。

(7)R。A.Makkreel前 掲 書S.195、 及 びW.Dilthey:HolderlinunddieUrsachenseinα3

Wahrsinnes,孟n:G.S.Bd.15,S.102-116参 照 。

(8)DasErlebnisanddieDichtung,Gottingen196514,S.313ff.

(9)こ う した 能 力 は 、 人 間 の 実 践 的 な判 断 能 力 の 基 盤 を もな して お り、 デ ィ ル タ イが

常 に精 神 科 学 的 な知 を 、 実 践 理 性(プ ロ ネ シス)と 結 び つ けて 人 間 の根 源 的 な 知

と して理 解 して い た 点 が 併 せ て 考 え られ ね ば な らな い 。

(10)G.S.Bd.5,S.117ff.を 参 照 。

(11)デ ィル タ イが 、 脳 に入 る 血液 の 供 給 量 の減 少 は 、精 神 障 害 や夢 を引 き起 こす とす

る 仮 説 を受 け 入 れ て い る の は 明 らか で(VI96,170参 照)、 さ ら にそ の 血 液 量 と

脳 の エ ネ ル ギ ー との 間 の相 関 関 係 を認 め て い る 。

(12)こ の 点 は 、彼 の 思 想 の 重 要 な ポ イ ン トを な して い る よ う に 思 わ れ る の で 、 いず れ

稿 を 改 め て詳 論 す る こ と に した い 。

(13)DasErlebnisanddieDichtung,Gottingen196514,S.315.

〔西哲史 博士課程〕
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Genie and Wahnsinn 
--fiber das Problem der kiinstlerischen Einbildungskraft 

   and des Wahnsinnes in Dilthey

Yasuo ORIHASHI

 In seinem Aufsatz "Die Einbildungskraft des Dichters" hat Dilthey seine Aufgabe der 

Poetik darin gesehen, die kulturelle Produktivitat des Menschen iiberhaupt nach dem 

Vorbild derdichterischen Einbildung psychologisch aufzuklaren. Er halt Genie fur 

vollkommenen Menschen and behauptet dessen Gesundheit. Aber die freie kiinstlerische 

Phantasie zeigt ofters, nicht nur im kiinstlerischen Werk, sondem auch im Leben des 

Kiinstlers selber, eine gewisse Verwandtschaft mit Traum, Geisteskrankheit oder Wahn-

sinn. So ist es ihm, zum Behuf der GroBe der menschlichen Produktivitat, unvermeidlich, 

die fruchtbare Phantasie im Genie von der Geisteskrankheit oder dem Wahnsinn zu 

unterscheiden and die Gesundheit jener zu verteidigen. 

 Dabei fiihrt Dilthey `den erworbenen Zusammenhang des Seelenlebens' als Kern-

begriff ein and zeigt, daB dieser selbst in der alltaglichen Wirklichkeitsauffassung 

sozusagen als innerliche Kraft regulativ wirkt. Dieser innerliche Zusammenhang macht 

das einheitliche Ich (Selbst) aus and schiitzt uns davor, auf jeden Reiz unseres Milieus 

nur einseitig zu reagieren. Dilthey hat den Unterscheidungsgrund, der Genie and Wahnsinn 

trennt, in der Energie diesel Zusammenhanges gesehen. Wenn sich die Energie dieses 

Zusammenhanges vermindert, verliert man sein eigenes Ich and gerat in Traum oder 

Wahnsinn. Dagegen wirkt im Falle des Genies dieser Zusammenhang viel machtiger 

als bei Dutzendmenschen, and die Fruchtbarkeit and Universalitat, die das Produkt des 

Genies zeigt, grundet rich auf den Vermogen, die meisten Elemente des Seelenlebens 

aus diesem Zusanunenhang zu erschopfen.
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